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１．はじめに

• 資源・再生資源は循環している。
• その循環をうまく利用しないと、資源を浪費す
ることになる。

• あるいは環境問題を引き起こすことになる。
• 資源・再生資源の循環は層構造をなしており、
複雑で、それぞれの層がインターフェースを
持っている。

• 今、東アジアの資源循環をどのような形で利
用するかが大きな問題となっている。
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2．動脈経済の背景
日系企業の海外進出状況

• 1985年のプラザ合意以降の円高を受けて日
本企業が海外拠点をアジアに求めるようにな
る。

• 特に中国では鄧小平の1992年の「南巡講
和」（中国南方の市場開放による経済発展）
以来、日系企業の現地法人が増加。

• 日本企業の生産拠点の海外移転の結果、海
外生産比は、1993年度は7.4％だったのが、
2002年は17.1％になった。
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2．動脈経済の背景
アジア域内貿易の増加

• 1990年代を通じて、一般機械や電機機械の
アジア圏域内貿易量が拡大。

• アジア域内における一般機械の総輸出額は、
1990年の359億ドルから、2000年の1,204億
ドルへ増加。

• 電気機械の場合、同時期、436億ドルから
1,929億ドルへ増加。
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2 ．動脈経済の背景
大国としての中国

• 経済成長・経済発展の達成。
• 高い消費量の伸び率。
• 世界の「有効需要」の牽引役。
• 一方で高い生産力、工業生産量の増加。
• 素材需要の増加。素材相場への影響。
• この勢いは、北京オリンピック、上海万博まで
もつという期待。
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2 ．動脈経済の背景
中国の経済力の推移

（単位：％）
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2 ．動脈経済の背景
DVDの需要量推移
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状

3.1 日本の家電リサイクルの状況

1. 従来型（2001年4月以前）の使用済み電気
機器の処理は、市町村における粗大ごみ処
理ないし産業廃棄物としての処理。

2. データはあまりないが、ほとんどリサイクル
されていない。

3. 有害廃棄物処理もおざなり（eg. フロン、鉛、
難燃性プラスチックの処理）。
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状

3.2 家電リサイクル法の実施
1. 2001年4月より家電リサイクル法の実施。
2. TV、エアコン、冷蔵庫、洗濯機の4品目が家電
メーカーの責任の下にリサイクルされることに
なった。

3. 質の高いリサイクルがなされている。リサイク
ル率も定められた率よりも高い。

4. ただし、処理費用は、ユーザーの排出時に徴
収されるという特徴がある。

5. TVなどで不法投棄が増加。
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図1　家電４品目出荷量推移（単位：千台）
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状
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平成１０年３月（株）三菱総合研究所

出典：平成９年度通商産業省委託事業「廃棄物処理再資源化推進事業」

65418,289－計

983,92525洗濯機

1372,67851エアコン

1987,93725テレビ

2213,74959冷蔵庫

総排出重量（千t）推定排出台数（千台）平均重量（kg）

表2 家電４品目の１台あたり平均重量およびH９年度における推定排出台数・重量

3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状

3.3 PCリサイクルの現状

事業系PCに関しては
• メーカー自身による回収、

• リース・レンタル会社による回収、

• 販売会社や販売店による回収、

• 専門業者による回収、

の4つのルートが用意されていた。
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状
国内における回収と

リサイクル

• 現在、「資源有効利用促進法」のもとメーカー
は自主的にリサイクルの目標率を設定してい
る。

• 2003年度の目標リサイクル率は、デスクトッ
プ型PC本体が50％、ノートブック型PCが
20％、ディスプレイ装置が55％となっている。

• 家庭系の使用済みPCも「資源有効利用促進
法」のもとでリサイクルされることになった。
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状
図2　PC出荷量推移（単位千台）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12

年度

出荷台数

デスクトップ ノート プリンタ



7 June 2005 Eiji Hosoda, Faculty of Econ., 
Keio University

17

図4　PC排出量推移（単位：千t）
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状

3.4． 携帯電話のリサイクル

1. 販売店から通信事業者に回収される携帯
電話の量は、排出量の約４０％程度と見ら
れる。

2. 多くの使用済み携帯電話が、ユーザーの下
に放置されているか、回収されても海外に
流出するものと見られている。

3. 国内で非鉄製錬業者の手に渡れば、ほぼ
100％のリサイクルが可能である。
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3． 静脈経済の背景：E-Wasteの現状

図3　携帯電話・PHS販売台数推移（単位：千台）
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性

• E-Wasteを初めとする再生資源は有用な貴金属な
どを含んでいる一方、適正に管理されない場合、環
境を汚染する有害物質を含んでいる。すなわち、再
生資源は、潜在資源性と潜在汚染性という2つの相
反する性質を持っている。

• 資源性という性質を持つ物質は市場取引に委ねて
も良いが、汚染性という性質を持つ物質は、管理さ
れた取引が必要となる。

• 鉛などのように両方の性質を備えたものも多い。
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性
4.1． 使用済み家電製品の潜在資源性
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性
4.2． 使用済みPCの潜在資源性
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性

4.3． 使用済み携帯電話の潜在資源性
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性

4.4．使用済み家
電製品の潜在汚
染性
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性
4.5． 使用済み携帯電話の潜在汚染性
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4． E-Wasteの潜在資源性と潜在汚染性
4.6． 小括

• このように潜在資源性と潜在汚染性を兼ね合
わせた性質を持つE-Wasteの取り扱いには
注意を要する。

• 鉛のよう国際相場に大きく影響されるものを
市場取引にゆだねると問題が生じる。

• また、小型２次電池などのように、業界自主
回収ルートがあっても、回収されない電池の
方が多いと見られる。飛散カドミウム問題が
怖い。
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5．E-Wasteの海外流出
5.1． 回収されないE-Wasteはどうなるか
1. 使用済み家電製品の回収率は、50～60％。
2. 残りは、中古品としてリユース市場に回るものもあ
る。

3. しかし、かなりの部分が、中古品ないし雑品の形
で東アジアを中心として、海外に輸出される。

4. 海外で適正リサイクルされればよいが、そうは思
われない。

5. 発展途上国に多くのE-Wasteが流れた場合、汚
染を引き起こす恐れが大きい。
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5．E-Wasteの海外流出
5.2． 中国視察の経験から

1. 2000年、2001年の中国視察から言えること。
2. 日本やアメリカからから多くのE-Wasteが中
国に輸出されている。

3. 破砕された基板類なども大量に入っている。
4. かつては中古品などがコンテナ積みで入っ
ていたが、今は雑品の形で平積みの船で搬
入される場合が多い。
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5．E-Wasteの海外流出
5.3． どんなものが輸出されているか

• 中国の港湾設備で見られた破砕されたもの
から推測すると、搬入された使用済み製品
（再生資源）は、テレビ、エアコン、PC、配電
盤、トランス、メーター類、バッテリー、レール、
OA機器、コンプレッサー、解体車両などで
あった。

• これより、銅・アルミなどの非鉄、金などの貴
金属、プラスチックなどがリサイクルされる。
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5．E-Wasteの海外流出：CRT
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5．E-Wasteの海外流出：日本語のキー
ボード
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5．E-Wasteの海外流出：ゲーム機
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5．E-Wasteの海外流出：残渣の野焼き
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5．E-Wasteの海外流出
5.4．E-Wasteとバーゼル条約

1. 破砕された基板類を初めとして、多くの雑品
はバーゼル条約対象物と見られる。

2. しかし、これらがバーゼル条約にしたがって
日本から輸出されたとは思われない。

3. 潜在汚染性を持った雑品が管理されずに途
上国に輸出されている。

4. 今後日本やアメリカは、汚染物質の輸出国
として国際的批難を浴びるかもしれない。
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6．東アジアの資源循環

6.1． 広域リサイクルの必要性
1. E-Wasteを初めとする再生資源を日本のみで適正
リサイクルするのは難しい。CRTなどは日本で需給
バランスが取れない。

2. 資源の有効利用には、広域資源循環が必要である。
3. また、鉄・非鉄などは素材需要の大きい、経済成長
を遂げている東アジアに流れざるを得ない。

4. 一方、潜在汚染性の大きな使用済み物質を海外で
リサイクルするのは色々な意味で危険。日本に輸
入してリサイクルすることも考えるべき。
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6．東アジアの資源循環
日本からの廃プラスチックの輸出
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6．東アジアの資源循環
日本からの古紙の輸出
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6．東アジアの資源循環
日本からの鉄屑の輸出
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6．東アジアの資源循環
日本からの銅屑の輸出
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6．東アジアの資源循環
日本からのアルミ屑の輸出
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6．広域リサイクルの可能性
6.2． 透明な静脈貿易とバーゼル条約との関係

1. 中国は、A-Pressや廃プラスチックの輸入を禁止し、
最近廃プラスチックの輸入を禁止した。

2. 静脈貿易に伴う汚染の顕在化に対する恐れが、こ
のような再生資源に対する輸入規制をもたらした。

3. 現在、静脈貿易はバーゼル条約に基づくしかない。
4. しかしあまりにも厳しい規制にすると、かえってブ
ラック・マーケットに流れて制御できなくなる。

5. 中国も、実際廃プラスチックを香港経由で輸入し
ている。
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6．広域リサイクルの可能性
6.3． 新しいレジームの形成（1）

1. バーゼル修正条項（Total Ban）が批准されると、
日本はE-Wasteの広域リサイクルが出来なくなる。

2. 透明で管理されたE-Wasteの流れをつくり、役割
分担しながら東アジア圏域で資源循環を行うこと
が望ましい。

3. その場合の日本の位置づけをしっかりすべき。
4. この5月に日本がリードして３Rのための国際会議
が開催された。このような流れを一層強くすべき。
（国際戦略）
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6．広域リサイクルの可能性
6.4． 新しいレジームの形成（2）

1. 政府が主導で東アジア圏域の資源循環レジーム
のフレームワークを構築すべき。

2. 信頼性、透明性の担保が必要。静脈物流のイン
ターフェースを透明なものにし、漏れのないように
する。

3. レジームに参加するアクターを制限する。
4. 良質な競争を保証する。
5. 中国・韓国・台湾を含めて、ある特定の品目につ
いてパイロットプランを策定・実行してはどうか。

6. 早急に健全な資源循環レジームを作らないと、汚
染性が拡散かつ顕在化する恐れ。
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7．おわりに
1. 東アジアの経済成長は目覚ましく、有効需要の伸びが
著しい。資源需要（再生資源需要）も大きい。

2. 日本から大量の再生資源が東アジア圏域に輸出され
ている。広域資源循環・利用の観点からは望ましい。

3. しかし、海外に流出した再生資源には、潜在汚染性と
いう性質がある。また汚染の顕在化の恐れがある。

4. 透明で管理された再生資源の流れを形成すべき。
5. 日本は東アジアにおける適正広域資源循環レジーム
のリーダーとなるべき。
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